
 

『民間金融機関との協調融資 昨年よりさらに増加－日本公庫』 
 

 

 日本政策金融公庫（日本公庫）は、平成２９年度の協調融資実績を発表した。平成２８年度が前年比

件数・金額とも２割から３割アップと大幅に増加したが、平成２９年度はさらに件数２３，０８０件（前年対

比１１７％）、金額７，５０５億円（同１０２％）と前年を上回った。 

 連携分野別にみると、小規模事業者（創業等）の実績は、信用金庫が８，９９９件、９８０億円でトップ、次

の地方銀行の４，６０６件、５４４億円におおきく水をあけている。以下第二地方銀行の２，６５８件３０３億

円、信用組合の１，６６６件１７１億円となっている。中小企業（再生等）対象の場合は、地方銀行の１，５６

５件１，７５５億円がダントツとなり、他は信用金庫の６９７件６０６億円、都市銀

行の４７２件６６９億円、第二地方銀行の４４４件４１２億円となっている。農林

漁業も地方銀行が４０３件６９７億円と実績を残しているが、トップシェアは「そ

の他」の５４６件６２２億円となった。融資額の実績は都市銀行が件数に比し

て３２４億円と目を引く。また、協調融資商品の創設実績としては、１６４機関と

２０１の商品が創設された。創業や事業再生、事業承継、農業、ソーシャルビ

ジネス、女性等の広い分野と多様な組み合わせで実施されている。 

 

 『６割超の企業が設備投資計画 「設備の代替」トップ、今年度』 
 

  帝国データバンクが発表した「２ ０ １ ８ 年度の設備投資に関する企業の意識調査」結果によると、６ 

２ ． ４ ％の企業が設備投資を行う予定（ 計画） があることが明らかになった。投資の内容では「設備の

代替」が４ ５ ． ４ ％でトップだった。（ １ ８ 年４ 月、２ 万３ １ １ ８ 社、回答率４ ２ ． ９ ％）  

 設備投資計画がある企業を規模別に見ると、大企業が７ ０ ． ７ ％。一方、中小企業は６ ０ ． ３ ％、小

規模企業は４ ９ ． ０ ％と規模による差が大きい。業界別では「農・林・水産」が８ ０ ． ４ ％で最も高く、以

下、「運輸・倉庫」（ ７ ８ ． ０ ％） 、「製造」（ ７ ５ ． ０ ％） 、「小売」（ ６ ７ ． ５ ％） 、「サービス」（ ５ ８ ． 

９ ％） 、「建設」（ ５ ５ ． ５ ％） 、「卸売」（ ５ ３ ． ６ ％） 、「金融」（ ５ ３ ． ３ ％） 、「不動産」（ ４ ６ ． ５ ％） 

の順となっている。  

 設備投資の内容では、「設備の代替」に次いで多いのは「既存設備の

維持・補修」（ ３ ５ ． ７ ％） だった。以下、「省力化・合理化」（ ２ ８ ． ２ ％） 、

「増産・販売力増強（ 国内向け） 」（ ２ ４ ． １ ％） などが続く。設備投資に

かける費用では、「１ ０ ０ ０ 万円以上５ ０ ０ ０ 万円未満」（ ２ ８ ． ０ ％） 

がトップで、平均設備投資予定額は１ 億３ ９ ２ ８ 万円。資金調達方法

は「自己資金」（ ４ ８ ． ９ ％） が最も多かった。  

 

 
 出典元：日本中小企業経営支援専門家協会(JPBM) ※本記事・内容の無断転載を禁じます 
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